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「卒業生が進路について語る会」 

２月１２日、「卒業生が進路について語る会」を開催しました。今回、会社に勤める卒業

生と上司の方、そして就労移行支援事業所を経て会社勤めをしている卒業生と就労移行支

援事業所指導員の方をお迎えし、在校生（高等部１年生と２年生）、高等部保護者（希望者）

に対象にお話をいただきました。 

講師として株式会社ライフコーポレーション様、かしま障害者センターLink様に来てい

ただきました。 

まず最初に、卒業生から、会社での日々の業務や働くことの楽しさ、やりがいについて

具体的に語っていただきました。上司の方からは、会社の概要や採用までのスケジュール、

採用を決めるためのポイント、そして、卒業生の職場での様子など、在校生にとって大変

励みとなるエピソードをたくさんお話しいただきました。 

次に、就労移行支援事業所を経て、企業に勤めている卒業生と就労移行支援事業所の指

導員の方から、就労移行支援事業所でのプログラムや日々の訓練内容、訓練を通じて得た

スキルについてお話しいただきました。指導員の方からは、卒業生の努力や現在の勤務状

況について詳しく説明がありました。 

卒業生の話を聞いた在校生たちは、具体的な体験談や実際の仕事、訓練の様子を聞くこ

とで、就労に対する意欲が高まり、自身の進路について考える良い機会となりました。 

この会に参加された保護者の方々から事前にいただいた「採用を決めるポイントは何で

すか？」「働くための工夫はどのようなことをされているのか？」「コミュニケーションの

取り方はどうのようにされているか？」などの質問について、会社の上司の方や就労移行

支援事業所の指導員の方からの回答により、就労支援の具体的な取り組みについて理解を

深めていただけたのではないでしょうか。 

またこの会を通して、在校生が将来の進路について考え、より一層意欲的に取り組むき

っかけとなったことでしょう。今後もこのような 

機会を大切にし、保護者の方々と共に生徒の成長 

を支えていきたいと思います。 

この通信が保護者の方々にとって進路の理解が 

深まることを願っています。ご不明な点やご質問 

がありましたら、どうぞお気軽に進路指導部まで 

お問合せください。 



 

 

進路説明会（中２と小６） 

中学部２年生は１月１３日（火）に、小学部６

年生は１月２１日（水）に進路説明会がありまし

た。保護者の方々には、お忙しい中、ご参加いた

だきありがとうございました。 

就労継続支援 B型や生活介護などの福祉事業

所の違い、企業就労などのお話をさせていただき

ました。高等部卒業までまだまだ時間があるとは

思いますが、進路のことを考えるきっかけになっ

ていただけたらうれしいです。 

進路希望調査（高２と高１） 

進路希望調査を、高等部１年生

は昨年１２月に、高等部２年生は

この２月に提出していただきまし

た。 

この進路希望調査をもとに、６

月の現場実習の行先が決まった

り、今後の進路に関わったりする

など、大切なものとなっています。 

校内実習（高 1） 

 １月２１日（水）～２３日（金）の３日間、高等部１年生は、校内で実習を行いました。 

 福祉事業所で実際行われている仕事に取り組みました。 

 今回の作業内容は４つです。１つ目の作業は、排水溝のぬめり取りの箱詰めです。桜ほ

のぼの苑様（就労継続支援 A型）から提供していただきました。ぬめり取りに汚れがない

か、しっかり検品し、箱詰めしました（お店に陳列できる状態）。ヘアーキャップ、マス

クを装着して、工程の多い作業を分担して丁寧に作業しました。小さな傷や汚れを見つけ

たり、仕事を分担して行うことは、集中力と根気がいる作業でした。 

 ２つ目の作業は、杖を拭く作業です。ひまわりファクトリー様（就労継続支援Ｂ型）に

提供していただいたものです。まず洗剤をつけたウエスで介護道具を拭きます。次に、ア

ルコールをつけたウエスで２回目の拭きとり作業をします。手順通りていねいに作業でき

ていました。きれいになった製品は、再びお客様にレンタルされていきます。 

 ３つ目の作業は、スポンジ製品のはがし作業です。一般社団法人福祉心話会しんわ尼崎

作業所様（就労継続支援Ｂ型）から提供していただきました。一つ一つ注意を払って作業

していました。出来上がったものは、機械部品の一部として使用されます。 

 ４つ目の作業は、ゴルフボール磨きです。就労支援施設ココファーム様（就労継続支援

Ｂ型）から提供を受けました。メラミンスポンジに水を含ませて、ボールを磨いていきま

す。前向きに取り組んでいました。ゴルフボールは中古ボールとして、販売されます。作

業して出来上がったものは、全てお客様の手元に届く製品になります。 

 ５つ目の作業は、空き缶つぶしです。空き缶つぶし機を使い取り組みました。缶を指定

場所まで取りに行く、缶を洗う、缶をつぶすなど分担しながら作業に集中して取り組みま

した。つぶした缶の重さをはかると合計で１１㎏でした。 

高等部２年生になると、現場実習（６月）といって、会社や 

福祉事業所へ行って実習をします。今回の校内実習が、現場 

実習の準備・練習となってくれたらと思います。 

 

 


